
鄭て
い

道ど
う

昭し
ょ
う

（
？
～
５
１
６
）　

◆
鄭て

い

羲ぎ

下か

碑ひ

（
５
１
１
）

　

北
魏
の
能
書
家
。
字
は
僖き

伯は
く

、
自
ら
中
岳
先
生
と

号
し
た
。
河
南
省
の
人
。

　

鄭
羲
下
碑
は
、
鄭
道
昭
が
父
鄭
羲
之
の
事
跡
な
ど

を
後
世
に
伝
え
る
べ
く
摩
崖
に
刻
し
た
頌
徳
の
碑
で

あ
る
。
初
め
天
柱
山
の
岩
壁
に
刻
し
た
が
、
石
質
不

良
の
た
め
、
さ
ら
に
雲
峰
山
の
崖
石
に
堀
り
直
し
、

前
者
を
上
碑
、
後
者
を
下
碑
と
称
し
た
。

　

下
碑
は
１
行
約
29
字
、
51
行
で
、
不
定
型
な
自
然

石
の
形
の
ま
ま
に
従
っ
て
行
を
進
め
、
文
字
を
彫
り

つ
け
て
い
る
。
筆
法
は
、
鋭
く
深
く
強
い
円
筆
（
筆

管
を
紙
面
に
垂
直
に
あ
て
て
穂
先
を
点
画
の
中
に
隠

す
よ
う
に
す
る
筆
遣
い
）
で
書
か
れ
て
お
り
、
碑
文

に
は
と
り
わ
け
異
体
、
別
体
の
文
字
が
多
い
。
そ
の

書
は
一
点
一
画
に
気
を
配
っ
た
、
謹
厳
、
緊
張
の
う

ち
に
も
ゆ
と
り
の
あ
る
書
き
方
で
、
あ
く
ま
で
も
精

妙
で
あ
る
。
波
打
つ
よ
う
に
引
く
横
画
、
の
び
の
び

し
た
波
法
な
ど
万
事
が
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
る
。

1



　

こ
の
碑
の
特
徴
は
、
豪
放
雄
大
な
抱
擁
力
と
遠
心
的
な
広
が
り
、
そ
し
て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
字
形
に
あ

り
ま
す
。
用
筆
的
に
は
、
篆
書
や
隷
書
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
篆
書
の
特
徴
で
あ

る
均
一
な
太
さ
の
線
、
ハ
リ
ガ
ネ
を
曲
げ
た
よ
う
な
丸
み
の
あ
る
画
、
隷
書
的
な
円
筆
と
中
鋒
に
よ
る
線

は
強
靱
な
精
神
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
あ
く
せ
く
し
た
毎
日
を
反
省
す
る
に
は
好
適
な
作
品
と
言
え
ま
す
。

　

運
筆
は
あ
く
ま
で
悠
々
と
伸
び
や
か
に
と
い
う
こ
と
に
留
意

し
、
起
筆
は
蔵
鋒
で
円
筆
、
逆
に
露
鋒
で
や
や
方
筆
気
味
と
を

使
い
分
け
て
い
ま
す
。
筆
鋒
を
開
か
ず
、
し
ぼ
り
な
が
ら
、
ね

じ
り
な
が
ら
収
筆
ま
で
引
っ
ぱ
っ
て
い
く
表
現
は
実
践
の
み
で

し
か
知
り
得
な
い
も
の
で
し
ょ
う
。

（136×35㎝）

策
匡
時　

司
空
豫
州　

以
勳
德
著
稱　

高
祖

長ち
ょ
う

楽ら
く

萬ま
ん

年ね
ん

楽
し
い
こ
と
の
、
久
し
く
限
り
な
き
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
０
×
28
㎝
）
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楷書臨書課題（漢字半紙部） 對 馬 聖 峰 臨２月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

使
用
筆（
花
林
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

3



打
ち
込
み
は
約
45
度
で

立
て
ぎ
み
に

中心

やや左に
寄せる左に寄せる

横
画
を
右
へ
長
く

張
り
出
す

下
部
を
広
く

安
定
さ
せ
る

打
ち
出
す

強
い
右
上
げ

①

①

②
③
④

⑤
⑥

⑦

⑧

② ③

④

〔
甘
〕

〔
蔬
〕

〔
菲
〕

〔
漱
〕

〔
元
〕

〔
氣
〕

画
の
始
筆
・
終
筆
の
打
ち
込
み
は
約
45
度
に
角
度
を
つ
く
る
。
縦
画

は
内
側
に
傾
け
て
下
部
を
狭
く
。
点
の
位
置
に
注
意
し
、
余
白
を
均

等
に
す
る
。

草
冠
の
筆
順
に
注
意（
骨
法
参
照
）し
、
全
体
に
台
形
に
形
づ
く
る
。

　
は
３
つ
の
点
と
な
り
、
大
き
さ
・
方
向
に
配
慮
す
る
。

中
心
に
気
を
配
り
、
非
は
筆
順
に
注
意
し
、
や
や
左
に
寄
せ
る
。
右

の
３
本
の
横
画
は
右
へ
長
く
張
り
出
す
。

３
つ
の
部
分
の
高
低
に
配
慮
し
て
ま
と
め
る
。
最
終
画
は
方
向
に
注

意
し
て
ど
っ
し
り
と
。

下
部
で
広
が
り
安
定
さ
せ
る
。
４
画
目
は
思
い
切
り
内
に
入
れ
て
か

ら
横
へ
。

上
部
を
狭
く
、
下
部
で
広
が
る
。
米
は
中
心
よ
り
左
に
寄
せ
て
重
心

を
移
動
さ
せ
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
。

楷
書
臨
書
課
題
解
説

楷
書
臨
書
課
題
解
説

褚
遂
良

　孟
法
師
碑

も
う
ほ
う

し

ひ

ち
ょ
す
い
り
ょ
う

〔
甘
蔬
菲
漱
元
氣
〕
蔬
菲
を
甘
と
し
、
元
気
を（
停
午
に
）漱
ぎ
、

原　

帖
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行書臨書課題（漢字半紙部） 對 馬 聖 峰 臨２月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

使
用
筆（
花
林
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

5



△
筆
を
立
て
て
き
ち
ん
と
当
た
る

入
筆
に
注
意

△
は
し
っ
か
り
当
た
る

の
び
や
か
に

肩を下げる

方
向
の
変
化

左
と
は

違
っ
た
変
化
を

変
化
を
つ
け
る

筆
の
腹
を

途
中
ま
で
使
う

〔
客
〕

〔
曰
〕

〔
月
〕

〔
明
〕

〔
星
〕

〔
稀
〕

宀
は
１
画
目
の
点
と
２
画
目
と
は
間
を
広
く
あ
け
て
ゆ
っ
た
り
と
し

た
空
間
を
つ
く
る
。
各
は
位
置
に
留
意
し
、
左
の
動
き
を
大
き
く
。

横
広
に
小
さ
く
ま
と
め
、
位
置
に
注
意
す
る
。
下
部
を
引
き
締
め
、

中
の
余
白
の
取
り
方
を
よ
く
見
て
。
日
と
間
違
わ
な
い
よ
う
に
。

１
・
２
画
目
の
入
筆
の
用
筆
は
、
骨
法
を
参
考
に
。
内
部
の
動
き
は

軽
快
だ
が
骨
力
を
失
わ
な
い
よ
う
に
。

縦
画
・
横
画
の
方
向
の
変
化
に
配
慮
し
、
偏
の
下
部
に
余
白
を
残
す
。

月
の
２
画
目
の
は
ね
の
部
分
は
筆
の
腹
を
途
中
ま
で
使
っ
て
重
く
。

上
部
は
筆
圧
を
十
分
に
、
下
部
は
細
め
で
爽
や
か
に
。
下
部
が
引
き

締
ま
る
形
に
ま
と
め
る
。

偏
の
幅
を
狭
く
旁
を
広
く
。
折
画
は
強
く
き
ち
ん
と
当
た
る
。
偏
と

旁
は
近
い
が
、
中
の
空
間
が
狭
く
見
え
な
い
よ
う
に
ゆ
っ
た
り
と
。

最
終
画
は
長
く
の
び
や
か
に
。

行
書
臨
書
課
題
解
説

行
書
臨
書
課
題
解
説

趙
孟
頫

　前
赤
壁
賦

ち
ょ
う
も
う

ふ

ぜ
ん
せ
き
へ
き
の
ふ

原　

帖

〔
客
曰
月
明
星
稀
〕
客
曰い

わ

く
、
月つ

き

明あ
き

ら
か
に
星ほ

し

稀ま
れ

に
、

6



草書臨書課題（漢字半紙部） 中 井 嶺 暁 臨２月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

使
用
筆（
四
海
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

7



ゆ
っ
た
り
と

太
細
の
変
化

細
く

方
向
の
変
化

入
筆
に
注
意

重厚な線で

左
上
か
ら
右
下
へ
重
心
移
動

強
く

太
く

〔
殆
〕

〔
辱
〕

〔
近
〕

〔
耻
〕

〔
林
〕

〔
睾
〕

偏
と
旁
の
間
の
余
白
を
広
く
と
り
、
大
ら
か
な
感
じ
に
。
偏
か
ら
旁

へ
は
ゆ
っ
た
り
と
大
き
な
動
き
で
。

左
上
か
ら
右
下
へ
重
心
を
移
動
す
る
。
微
妙
な
線
の
変
化
に
留
意
し
、

柔
ら
か
い
感
じ
を
出
す
。

入
筆
は
角
度
を
作
ら
ず
、
ゆ
っ
た
り
と
入
る
感
じ
で
。
余
白
の
取
り

方
に
配
慮
し
、
⻌
は
筆
圧
の
変
化
を
つ
け
て
重
厚
な
線
で
。

右
上
が
り
の
縦
長
の
台
形
に
ま
と
め
る
。
１
画
目
は
太
細
の
つ
け
方

に
配
慮
し
、
点
で
強
く
お
さ
え
て
、
筆
の
バ
ネ
で
次
画
へ
向
か
う
。

偏
を
太
く
旁
を
細
目
に
、
線
質
の
変
化
に
配
慮
し
て
ま
と
め
る
。

縦
長
で
下
部
が
し
ま
っ
た
形
に
ま
と
め
る
。
筆
順
に
注
意
（
骨
法
参

照
）
し
、
下
部
縦
画
に
絡
ん
だ
線
は
方
向
に
気
を
配
っ
て
、
動
き
が

わ
か
る
よ
う
に
。

草
書
臨
書
課
題
解
説

草
書
臨
書
課
題
解
説

智
永

　草
書
千
字
文

ち

え
い

せ
ん

じ

も
ん

そ
う
し
ょ

〔
殆
辱
近
耻
林
睾
〕
辱じ

ゅ
く

に
殆ち

か

く
恥は

じ

に
近
き
と
き
は
、
林り

ん

睾こ
う

に
…
。

原　

帖
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隷書臨書課題（漢字半紙部） 對 馬 聖 峰 臨２月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

使
用
筆（
四
海
）・
使
用
紙（
無
罫
半
紙
・
桐
）・
使
用
墨（
黒
耀
）

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

9



右
へ
ず
ら
す

十
分
な
筆
圧
で

徐
々
に
太
く

角
度
に
注
意

右
側
を
長
く

縦画はずらす 白を残す

筆の腹を使って
どっしと

押し込む

①

②

① ②

③

④

⑤

⑥

カーブは
筆を浮かさないで

〔
常
〕

〔
丞
〕

〔
監
〕

〔
祠
〕

〔
河
〕

〔
南
〕

上
と
下
の
部
分
が
ず
れ
る
形
と
な
っ
て
い
る
事
に
注
意
す
る
。
全
体

に
縦
長
に
ま
と
め
、
最
終
画
は
十
分
な
筆
圧
で
。

ほ
ぼ
左
右
対
称
に
ま
と
め
、
左
の
終
筆
は
押
し
込
む
感
じ
に
、
右
は

ら
い
は
ゆ
っ
た
り
と
。

偏
は
幅
を
狭
く
、
筆
順
に
注
意
す
る（
骨
法
参
照
）。
旁
は
横
画
と
下

部
の
縦
画
の
間
隔
に
注
意
し
、
皿
の
下
部
は
横
画
と
縦
画
が
接
し
な

い
。

偏
の
幅
を
狭
く
旁
を
広
く
、
旁
の
下
部
に
余
白
を
残
す
。
司
の
１
画

目
の
カ
ー
ブ
は
浮
か
せ
な
い
で
、
十
分
な
筆
圧
で
縦
の
部
分
へ
。

氵
は
各
画
の
方
向
・
位
置
に
配
慮
し
、
下
部
に
余
白
を
残
す
。
旁
は

余
白
を
均
等
に
と
り
、
は
ね
は
筆
の
腹
を
使
っ
て
ど
っ
し
り
と
。

１
画
目
は
長
く
入
筆
の
角
度
に
注
意
す
る（
骨
法
参
照
）。
上
下
の
縦

画
が
ず
れ
て
い
る
事
に
注
意
す
る
。

隷
書
臨
書
課
題
解
説

隷
書
臨
書
課
題
解
説

乙
瑛
碑

い
つ

え
い

ひ

〔
常
丞
監
祠
河
南
〕（
大
）常
の
丞
は
祠ま

つ
り

を
監
し
、
河
南
の
…
。

原　

帖
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中 字 課 題（漢字半紙部） 津 島 春 汀 書２月号

※出品段級位（漢字半紙部 新級〜正師範）

使
用
筆（
天
開
）・
使
用
紙（
中
字
用
半
紙
）・
使
用
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）

◎
19
頁
に
部
分
解
説
が
あ
り
ま
す
。

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

楷
・
行
・
草
の
三
体
字
典
か
ら
と
っ
て
い
ま
す
。

11



調和体（漢字かな交じり文）課題 佐々木彩苑書２月号

※出品段級位（調和体部 新級〜正師範）

使
用
筆（
か
ら
ま
つ
）・
使
用
紙（
調
和
体
用
紙
）・
使
用
墨（
書
芸
呉
竹〈
固
型
〉）

◎
19
頁
に
部
分
解
説
が
あ
り
ま
す
。　
　
　

※
弘
前
の
部
分
に
は
支
部
名
を
書
く

（
◎
印
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
転◎

職
さ
れ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
働
き
慣
れ　

た
環
境
を
後
に
新◎

天
地
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は

　
　
　

勇
気
が
必◎

要
な
こ
と
ゝ
思
い
ま
す
今
後
の　

ご
活
躍
を
願
っ
て
い
ま
す

12



漢
字
条
幅
漢
詩
課
題

漢
字
条
幅
漢
詩
課
題

漢
字
条
幅
漢
詩
課
題
Ａ
漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
正
師
範
）

動
き
を
大
き
く

動
き
を
大
き
く

小
さ
く

方
向
の
変
化

細

太

◎

◎

◎

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で
漢
字
条
幅

部
門
の
段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。
な
お
、
初
め
て
出
品

の
人
は
新
と
お
書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

注　意

對 馬 聖 峰書

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

使
用
筆（
白
神
）・
使
用
紙（
漢
字
条
幅
用
紙
半
切
・
梅ば

い

花か

箋せ
ん

）・
使
用
墨（
頂
煙
翰
墨
自
在〈
固
型
〉）　

　
『「
見
せ
ど
こ
ろ
」
を
生
か
す
に
は
、
前
後
左
右
の
処
理
を
考
慮
す
る
こ
と
は
、
と

て
も
大
事
で
す
。
今
月
で
は
１
行
目
の
客
、
２
行
目
は
慣
、
そ
し
て
最
後
の
何
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
に
繋
が
っ
て
い
く
前
の
２
～
３
字
は
、
い
わ
ば
助
走
に
当

た
り
ま
す
。
一
般
的
に
は
墨
つ
ぎ
の
前
字
を
「
山
」
に
す
る
と
よ
い
で
す
。』

（『　

』
内
は
對
馬
聖
峰
よ
り
）

　

文
字
は
複
数
の
線
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
然
そ
の
過
程
の
中
で
余
白

の
部
分
が
生
じ
る
こ
と
と
な
り
、
一
字
の
文
字
の
内
外
に
生
じ
る
余
白
の
広
狭
は
、

線
の
内
容
に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
を
受
け
ま
す
。
つ
ま
り
、
書
線
は
単
な
る
平
面
上

の
実
線
で
は
な
く
、
空
間
に
広
が
り
得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
余
白
は

こ
れ
自
体
単
独
で
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
線

が
書
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
生
ま

れ
て
く
る
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
余
白
を
生

か
す
よ
う
に
点
画
を
構
成
す
る
と
い
う
意
識
と
、

白
に
相
反
す
る
と
こ
ろ
の
黒
、
す
な
わ
ち
書
線

の
充
実
に
努
め
な
け
れ
ば
生
き
た
余
白
を
生
み

出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
細
か
い
小
さ
な
余

白
が
大
切
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
先
生
の

お
手
本
か
ら
、
こ
の
余
白
の
美
し
さ
を
学
ん
で

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

〔
雨

◎

雪
征
途
惡　

風
霜
客
路

◎

多　

遠
行
君
自
慣　

無

◎

奈
妾
愁
何
〕
浦ほ

鴻こ
う

鈞き
ん　

　
（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
雨う

雪せ
つ

征せ
い

途と

悪あ

し
く
、
風ふ

う

霜そ
う

客か
く

路ろ

多お
お

し
。
遠え

ん

行こ
う

君き
み

は
自み

ず
か

ら
慣な

る
も
、
妾し

ょ
う

が
愁う

れ
い

を
奈い

か
ん何
と
も
す
る
無な

し
。

意
味
︱
雨
や
雪
で
行
く
路
は
難
儀
、
風
と
霜
は
旅
路
に
多
い
。
君あ

な
た

は
遠
く
に
行
く
の
に
慣
れ
て
い
る
が
、

　
　
　

妾わ
た
し

の
愁
い
を
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
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漢
字
条
幅
臨
書
課
題

漢
字
条
幅
臨
書
課
題

漢
字
条
幅
臨
書
課
題
Ｂ
漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
正
師
範
）

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で

漢
字
条
幅
部
門
の
段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。

な
お
、
初
め
て
出
品
の
人
は
新
と
お
書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記

入
下
さ
い
。

注　意

揮毫動画を
配信しています
詳しくはP33を
ご覧下さい

對 馬 聖 峰 臨

半　切（約136×約35センチ）
半切検定課題原寸大手本
500円で販売しております。

〔
瞻

◎

奇
仰
異○

　

承
至
言
於

◎

先
聖　

受
眞
敎

◎

於
上
賢　

探
賾
〕（
◎
印
は
墨
つ
ぎ　

⃝
は
補
墨
）　

読
み
︱
奇
を
瞻み

あ

げ
異
を
仰
ぐ
。
至
言
を
先
聖
よ
り
承う

け
、
真
教
を
上
賢
よ
り
受
く
。（
妙
門
を
）
探た

ん

賾さ
く

し
、

意
味
︱
奇
異
な
る
風
景
を
仰
い
で
釈
迦
の
偉
大
さ
を
偲し

の

ん
だ
。
先
代
の
聖
人
た
ち
よ
り
至
高
の
言
葉
を
伝
え
ら
れ
、

　
　
　

賢
人
た
ち
か
ら
は
真
の
教
え
を
授
け
ら
れ
た
。（
玄
妙
な
る
真
理
に
至
る
道
を
）
深
く
探
り
、 使

用
筆（
神
技
北
斗
）・
使
用
紙（
漢
字
条
幅
用
紙
半
切
・
華
心
箋
）・
使
用
墨（
黒
耀〈
固
型
〉）

〔
雨

◎

雪
征
途
惡　

風
霜
客
路

◎

多　

遠
行
君
自
慣　

無

◎

奈
妾
愁
何
〕
浦ほ

鴻こ
う

鈞き
ん　

　
（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
雨う

雪せ
つ

征せ
い

途と

悪あ

し
く
、
風ふ

う

霜そ
う

客か
く

路ろ

多お
お

し
。
遠え

ん

行こ
う

君き
み

は
自み

ず
か

ら
慣な

る
も
、
妾し

ょ
う

が
愁う

れ
い

を
奈い

か
ん何

と
も
す
る
無な

し
。

意
味
︱
雨
や
雪
で
行
く
路
は
難
儀
、
風
と
霜
は
旅
路
に
多
い
。
君あ

な
た

は
遠
く
に
行
く
の
に
慣
れ
て
い
る
が
、

　
　
　

妾わ
た
し

の
愁
い
を
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

十
七
鈎こ

う

鎌け
ん

勢せ
い

　

①
は
次
の
画
へ
連
続
す
る
。

　

②
は
楷
書
に
似
て
い
る
。

　

課
題
か
ら
探
し
て
み
る
と
、
異
、
真
は
②
に
近
く
、
受
、
教
は
②
の
用
筆
で
あ
る
。

①
は
賢
に
見
ら
れ
る
。

◆
王お

う

羲ぎ

之し

（
集し

ゅ
う

字じ

聖し
ょ
う

教ぎ
ょ
う

序じ
ょ

）

　

◎
行
書
の
基
本
点
画　

異
＝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聖
＝

十
七

①②
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３
字
で
ひ
と
つ
に

２
字
で
ひ
と
つ
に

方
向
の
変
化

太
く

太
く

◎

◎

漢
字
条
幅
初
等
課
題

漢
字
条
幅
初
等
課
題

漢
字
条
幅
部

※
出
品
段
級
位（
新
級
〜
準
三
段
）

初等課題原寸大手本300円

漢
字
半
紙
部
門
と
段
級
位
は
異
な
り
ま
す
の
で
漢
字
条
幅
部
門
の

段
級
位
を
ご
記
入
下
さ
い
。
な
お
、
初
め
て
出
品
の
人
は
新
と
お

書
き
下
さ
い
。

支
部
名
・
段
級
位
・
氏
名
は
鉛
筆
で
左
下
に
記
入
下
さ
い
。

注　意

佐々木 彩苑 書

四半切（約68×約17.5センチ）

使
用
筆（
心
月
）・
使
用
紙（
四
半
切
華
心
箋
）・
使
用
墨（
黒
耀〈
固
型
〉）

〔
春

◎

風
騎
馬

◎

醉
〕
劉
長
卿　
　
　
　
　
（
◎
印
は
墨
つ
ぎ
）

読
み
︱
春し

ゅ
ん

風ぷ
う

馬う
ま

に
騎の

っ
て
醉よ

う
。　
　

意
味
︱
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
馬
に
乗
っ
て
春
風
に
吹
か
れ
る
。

・
山
場
で
す
。
概
形
を
不
等
辺
三
角
形
に
つ
く
り
動
き
も
出
し
、
一
番
大

き
く
し
ま
し
ょ
う
。

・
墨
継
ぎ
で
す
。
一
番
小
さ
く
、
５
本
有
る
横
画
は
不
平
行
に
。

・
最
後
の
字
で
す
。
上
部
の
４
文
字
を
支
え
る
役
目
が
有
り
ま
す
の
で
、

安
定
感
が
欲
し
い
所
で
す
。

　

２
月
号
で
す
が
、
春
が
待
ち
遠
し
い
の
で
、「
春
風
」
の
字
が
入
っ
た
詩
文
を
選

ん
で
し
ま
い
、
思
っ
た
ほ
ど
し
っ
く
り
行
か
ず
苦
戦
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
「
春
・
風
・
騎
」
と
３
字
で
ひ
と
つ
の
文
字
群
に
、「
馬
・
醉
」
と
２
字
で
ひ
と
つ

の
文
字
群
に
し
て
下
さ
い
。
字
間
の
広
さ
は
「
騎
」
と
「
馬
」
の
間
を
一
番
広
く
空

け
て
、
次
は
「
風
」
と
「
騎
」
で
し
ょ
う
か
、
全
体
に
太
く
ど
っ
し
り
と
書
い
て
下

さ
い
。

・
墨
量
多
目
に
書
き
始
め
、
横
画
３

本
は
太
細
の
変
化
を
付
け
な
が
ら

不
平
行
に
書
い
て
下
さ
い
。

・
全
体
の
５
文
字
の
中
で
３
番
目
位

の
大
き
さ
に
書
い
て
、
少
し
動
き

も
出
し
て
下
さ
い
。

〔
醉
〕

〔
馬
〕

〔
騎
〕

〔
風
〕

〔
春
〕
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ペン楷書課 題（ペン部）２月号

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
１
０
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～正師範）

支　部　名
学　　　年

段　級　位

氏　　　名

三 浦 景 秀 書ペン行 書 課題（ペン部）２月号

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
１
０
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～正師範）

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

支　部　名
学　　　年

段　級　位

氏　　　名

三 浦 景 秀 書
※
ド
フ
ト
エ
フ
ス
キ
ー（
１
８
２
１
〜
１
８
８
１
）…
ロ
シ
ア
の
小
説
家
。

23



ペン行書課 題（ペン部）２月号

※
課
題
執
筆
と
同
じ
ペ
ン
を
本
会
で
取
扱
っ
て
お
り
ま
す
定
価
１
１
０
円

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
0.7
・
硬
筆
用
紙
６
行
使
用
）

※出品段級位（ペン部 新級～正師範）

初
め
て
の
人
は
新
と
書
く

支　部　名
学　　　年

段　級　位

氏　　　名

三 浦 景 秀 書
※
ド
フ
ト
エ
フ
ス
キ
ー（
１
８
２
１
〜
１
８
８
１
）…
ロ
シ
ア
の
小
説
家
。
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